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クロネッカーのデルタ 教科書 p.4 を参照
(Kronecker 19世紀後半のドイツの数学者
「クローネカ」の方が原音に近い)
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注意:  手書きの r は　　　となっていることがある．
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以下では，行列の足し算と掛け算が数の掛け算と足し算と類似の計算規則を満たすことが示されている
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教科書8ページの「計算の性質」で「結合律」として挙げられている性質
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各成分の計算は数の足し算の結合律が使えるのでこの等号が成り立つことがわかる
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[ˈskeɪlə]
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実数の全体を　　　　であらわす．実数は数直線上の各点に対応する数のこと．
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教科書の　例題 1.2.2 (1)
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教科書の　例題 1.2.2 (2)
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用語に関する注意: 教科書で，結合律，分配律と呼ばれている演算の性質は，英語では，それぞれ associativity, distributivity です．これらの性質は，結合則，分配則と呼ばれることもあります．

単位行列は E  で表されていますが，これはドイツ語の die Einheit (単位)という単語から来ています．英語では単位行列は identity matrix というので，これに関連づけて，単位行列を I であらわす書き方になっているテキストもあります．
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